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調査は 2002 年 2 月から 3 月にかけて東京都内と神奈川県内の幼稚園 4 園と保育園 8 園に通う子どもの親を対象に
実施した。調査票は 992 世帯に配布し、 312 世帯から回収した(回収率 31.5%)。本論文では、幼稚園児と保育園児
の年齢をそろえるべく、主に「子ども 3歳以上の夫婦べア票J 245 組のデータを分析に用いた。
本研究は二部から構成される。["第 I 部 ペアデータからみた『夫婦と子育て~ J では、夫の子育てへのかかわり
方をめぐる夫婦問の評価認識のズレに焦点を当てた。第 1 章において、調査概要と対象者の属'性について紹介したあ





第 3 章と第 4 章では「分担度」に着目した。就学前の子どもをもっ親にとり、基本的かっ生活全般にわたる 15 項
目の子育て項目を夫がどの程度分担しているのかについて、第 3 章では夫回答から、第 4 章では妻回答から分析した。
また第 4 章では、夫回答と妻回答の違いについても検討した。分析は、項目別および「身体的子育てJ ["教育的子育






第 5 章では、子育てに対する夫の過大評価傾向と子育て内容の捉え方の違いを考慮し、 「一致夫婦・協力型J ["妻





「妻過大評価型J r夫過大評価・協力型J r夫過大評価・しつけ型J といったズレの大きな夫婦では属性的特徴を捉
えにくかった。とりわけ「夫過大評価・協力型J については、夫婦の年齢差が小さいという点以外、とりたてて目立
つ特徴はみられなかった。









大評価・しつけ型」を除く 3 類型では夫婦ともに一貫性はみられず、いわば「ジェンダーの非一貫性J というべき意
識状況にあった。
また、夫に着目すると、家庭における平等観と権威主義的態度の関連における夫婦類型による差、特に「一致夫婦・




















そのなかでも第 1 に、育児に関する夫婦間の評価認識にズレが大きいこと、第 2 に、子育ての時間や分担度に関して、
夫の過大な自己評価がみられることを見いだしている。ベアデータの収集と計量的分析として、優秀な論文と評価で
きる。
以上により本論文は、博士(人間科学)の学位に充分値すると判定した。
